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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

達成率B

達成率B

達成率B

校

各学校に応じて、地域の特色を踏まえた課題を解決するために、体験活動や問題解決的な学習を取
り入れ、自ら解決する資質・能力を育成する。

- 100%

　教育研究所を充実させ、学校経営アドバイザー、ドロー
ン活用への支援、学習アシスタント等の研修機会の確保
を行った。
▽学力向上推進主任会・研修主任会等を開催
　　教職員に対する研修を実施
▽学校訪問、指導主事要請訪問
    全小中学校に対して指導助言等
▽英会話教室開催
　・７月：小学生23名、中学生58名、教員２名　計83名参加
　・３月：小学生33名、中学生39名、教員３名　計75名参加

▽教育研究所の充実
　学校経営アドバイザー、ＡＬＴアドバイザー、ドローン活用
への支援、学習アシスタント等の研修機会の確保
▽学習アシスタント（40名配置）、ICT支援員の配置
▽放課後学習チャレンジ事業
▽学生ボランティアの活用
▽学力向上推進主任会を開催
　　教職員に対する研修を実施
▽イングリッシュキャンプ開催（再掲）

校
小 1
中 7

校

小　　4％
中　46％

100% 100%

3

今治っ子の
体力・ス
ポーツ応援
プロジェクト

実証研究対象校が、確
実に実施した数

◇目標値　R6 ４１校（小26
校、中15校）
（R5は40校、小26校、中14
校）

実績値
（R5開
始）

％ - ％
小 2
中 8

▽部活動の地域移行
　○３名の部活動指導員配置
　　　⇒野球、女子ソフトボール、陸上競技
　○施設使用料補助、島しょ部合同チームの移動費補助
　○検討協議会開催（３回）
　○アンケート実施（教職員、児童生徒、各保護者）
　○水泳競技分科会開催を開催（２回）
▽子ども体力向上対策事業
　○走り方教室　（全３回出前教室）
　　【実施校】別宮小、菊間小、桜井中、玉川中、大島中
　○「えひめ子どもスポーツＩＴスタジアム」
　　【実施校】市内小学校26校

▽部活動の地域移行
　○R６実証事業を実施（水泳競技）
　○部活動指導員の配置（３名）
　　⇒野球、女子ソフトボール、陸上競技
　○R７実証事業に向け、地域クラブの仕組みづくり
　　（剣道、バレー、ソフトテニス）
▽子ども体力向上対策事業
　教員自身が体感することを通して研修を行う。
　全３回実施
　【実施校】立花小、鴨部小、近見中、大三島中
▽一般社団法人コーチング科学推進機構との連携
　体力テスト、体組成データに依拠した体力向上に向けた研修
【実施校】伯方小

学校体育や部活動・課外活動の充実により健やかな体を育成する。

- -
小　　8％
中　53％

1

子どもの学
び支援のた
めの教育連
携事業

参加者に連携事業に関
する満足度調査（アン
ケート）を行い、満足して
いる人の割合

◇目標値　100％

実績値
（R4開
始）

％ 96 ％ 100 ％ 100 ％

市内2大学と小中学生の協働による探究型学習を実施し
た。
▽11月11日～12日
　海賊ワークショップ　参加者17人
  場所　村上海賊ミュージアムほか
▽12月10日　動物共生社会ワークショップ
　参加者18人
　場所　岡山理科大学獣医学部

▽イングリッシュキャンプ開催
　外国人講師による英語レッスンやゲームにより楽しみな
がら英語を身につけるデイキャンプ及び宿泊体験研修
　Stay Camp ： ８月17～18日 場所 大三島少年自然の家
　　　　　　計43名参加（小学生10名、中学生33名）
　Day Camp ：
　７月22日 計82名参加　場所　愛らんど今治
　　　　　　　　（小学生53名、中学生26名、教員３名 ）
　７月23日 計62名参加　場所　吉海学習交流館
　　　　　　　　（小学生60名、中学生２名）
　３月26日 実施予定　場所　はーばりー

（重点方針１）
新たな時代（Society5.0）を切り拓き、国際社会で活躍する人材の育成に寄与する新しい学校教育の推進

市内の小中高大連携を図り、探求型学習を行うことにより、多様な子どもたちの資質・能力を育成す
る。

- 96% 100% 100%

2
知力のアク
ションプロ
ジェクト

地域や学校の特色に応
じた課題に取り組んだ学
校数

◇目標値　４１校
（R4～5は40校）

実績値 40 校

教育大綱の重点方針の実現に向けた取組の進捗状況について
(令和５年度及び６年度上半期実績)

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

40 校 40 校 41

資料１－２
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率B

達成率B

達成率B

▽授業支援ソフトウェアの導入・運用
　・ロイロノート、タブレットドリル、スタディサプリ、愛媛新聞forス
タディ
▽人型ロボット「Pepper」 ４台の運用
　　市内40の小中学校に３週間程度の間隔で活用する。
▽デジタル教材を活用した効果的な授業及びプログラミ
ング教育の推進
　〇指導者用デジタル教科書
　　・小学校導入教科：英語(５年～６年)、算数・理科(３年～
　　　６年)、国語・社会(５年～６年) 、地図(共通)
　　・中学校導入教科：英語、数学、国語、
　　　　社会(地理、歴史、公民、地図)
　〇学習者用デジタル教科書
　　　算数・数学（文科省の普及促進事業対象外校分）
　〇授業支援ソフトウェア・ドリルソフトウエアの導入
　　　スタディサプリの中学校への全校展開
　〇Pepperを用いたプログラミング授業の展開
　〇プログラミング教育推進事業

▽デジタル教材を活用した効果的な授業及びプログラミ
ング教育の推進
　〇指導者用デジタル教科書（小学校全教科導入）
　〇学習者用デジタル教科書
　　　算数・数学（文科省の普及促進事業対象外校分）
　〇授業支援ソフトウェア・ドリルソフトウエアの導入
　　　スタディサプリの中学校への全校展開
　〇Pepper(ペッパー)を用いたプログラミング授業の展開
　〇プログラミング教育推進事業

4

豊かな心を
育む文化芸
術体験事業

文化芸術体験を実施し
た小学校数

◇目標値　２６校

実績値

6
ＩＣＴ環境の
充実

愛媛の教員が身に付け
るべきＩＣＴ活用スキル
チェックに関する調査
（愛媛県教育委員会作
成）で、評価の平均が
3.5以上の教員の割合
◇目標値　70％

実績値 13 ％ 37 ％ 55

▽ICT支援員の配置　8名配置
▽電子黒板の配置　・配置先　中学校サポートルーム等
▽ドローンを活用した教育教材の作成
　〇「相の谷１号墳（前方後円墳）」　　（YouTubeにて公
開）
　〇「私たちの蒼社川」　（YouTubeにて公開）

▽ICT支援員の配置
▽電子黒板の配置
▽パソコン教室改修等
▽ドローンを活用した教育教材の作成
 　小学校１校、中学校１校

▽劇団四季による「こころの劇場」
　２月14日実施
▽坊っちゃん劇場による「８K映像上演」
　１月24日、25日実施
▽えひめこどものための音楽会公演
　7月実施　参加者約980人（今治市公会堂　自由参加）

文化芸術体験により豊かな人間性を育成する
▽劇団四季による「こころの劇場」
　２月６日実施予定（各小学校６年生対象）
▽坊っちゃん劇場観覧
　各小学校５年生が観劇へ

5
デジタル教
材の充実

①指導者用デジタル教科書
を活用している学校数
②学習者用デジタル教科書
を活用している学校数
③授業支援ソフトウェア・ドリ
ルソフトウエアを活用している
学校数
　（中学校においてはスタ
ディサプリを含む）
④「Ｐｅｐｐｅｒ」のプログラミン
グツールなど装備された機
能をプログラミング教育に活
用した学校数
<評価指標すべてを満たす
学校数>
◇目標値　R6 ４１校（小
26校、中15校）
（R5までは40校、小26
校、中14校）

実績値 26 校 29

25 校 25

デジタル教材を活用した効果的な授業及びプログラミング教育を推進する。

- 73%

校

文化芸術体験により豊かな人間性を育成する。

100% 100%

ＩＣＴ教育を推進し、教員の負担軽減を推進する。

- 53% 79% 100%

％ 70 ％

40 校 41 校

- 100% 100%

校
下半期
実施

校校 26
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率B

達成率B

達成率B

達成率B

達成率B

7
グローバル
人材育成事

業

▽語学指導外国青年招致事業
　各中学校区（14校区）に1人の外国語指導助手（ＡＬＴ）を配
置し、各中学校区内の小中学校で外国語授業を実施
▽国際人育成事業
　〇海外派遣事業の実施 8月12日～21日
　　　派遣先　オーストラリア
　　　派遣者　中学生16校18名
　　　帰国報告会　9月1日実施
▽英会話教室開催
　・７月21日：小学生23名、中学生58名、教員２名
                                                 　　計83名参加
　・３月21日：小学生33名、中学生39名、教員３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　計75名参加

児童生徒に生きた英語を提供し、外国語科や外国語活
動の学習を支援するための体制の充実を図る。
▽ALT16人（R5から２名追加）を配置
▽ＡＬＴ支援者等研修
▽ＡＬＴコーディネーター（1名）　の配置
▽ＡＬＴアドバイザーの配置（１名）
▽イングリッシュキャンプ開催（再掲）
　Stay Camp ： ８月17～18日　場所　大三島少年自然の家
　　　　　　計43名参加（小学生10名、中学生33名）
　Day Camp ：
　７月22日 計82名参加　場所　愛らんど今治
　　　　　　　　（小学生53名、中学生26名、教員３名 ）
　７月23日 計62名参加　場所　吉海学習交流館
　　　　　　　　（小学生60名、中学生２名）
　３月26日 実施予定　場所　はーばりー

（重点方針２）
誰一人取り残すことのない学びの実現

一人ひとりの子どもに寄り添った支援の充実を推進する。

-

ＳＳＷ 60％、
ハートなんで
も相談員
102％、
ＳＣ 80％

計94％

ＳＳＷ 75％、
ハートなんで
も相談員
96％、ＳＣ
73％

計88％

ＳＳＷ 52％、
ハートなんで
も相談員
49％、ＳＣ
31％

計43％

子どもや家庭のニーズに応じたきめ細かな支援の充実を推進する。

- 61% 73%

小・中学校に、児童生徒や保護者、教員等が相
談できる相談員を配置し、学校の相談体制の充実
や地域と学校との連携強化を図った。
▽スクールカウンセラー活用事業
　スクールカウンセラー等の配置　　７名
▽ハートなんでも相談員活用事業
　ハートなんでも相談員の配置　25名
▽スクールソーシャルワーカー活用事業
　スクールソーシャルワーカーの配置　4名

小・中学校に、児童生徒や保護者、教員等が相
談できる相談員を配置し、学校の相談体制の充実
や地域と学校との連携強化を図っている。
▽スクールカウンセラー活用事業
　スクールカウンセラー等の配置　　８名
▽ハートなんでも相談員活用事業
　ハートなんでも相談員の配置　25名
▽スクールソーシャルワーカー活用事業
　スクールソーシャルワーカーの配置　4名

9
特別支援教
育の充実

学校生活支援員の配置
数
◇目標値　80人

実績値 38 人 49 人 58 人 80 人▽学校生活支援員の配置
▽教育相談会の実施　　７月実施　相談者184人
▽教育支援委員会の開催　　８月、11月、１月実施
▽研修会の開催
　〇第１回特別支援教育コーディネーター研修会及び
　　第１回通級指導教室説明会　４月13日
　〇第２回特別支援教育コーディネーター研修会　８月２日

▽学校生活支援員の配置
▽教育相談会の実施
▽教育支援委員会の開催

100%

8
教育相談活
動の充実

相談希望者からの相談
件数

◇目標値
・ＳＳＷによる相談60件
・ハートなんでも相談員によ
る相談5,800件
・ＳＣによる相談2,900件
計8,760件

市内中学生の海外
（オーストラリア）派遣者
数
◇目標値　20人

実績値 中止 中止 18 人 - 人

- 0%

イングリッシュキャンプ参
加者数
◇目標値　230人

実績値
（R6開
始） 人 - 人 - 人 184

19 ％

- 50% 47% 63%

グローバル化に適応できる英語等の語学力やコミュニケーション能力を育成する。 外国語（活動）の年間総授
業時数の中で、ALTが行っ
た外国語（活動）の年間総
授業時数の割合
◇目標値　30％

実績値 9 ％ 15 ％ 14 ％

実績値

ＳＳＷによる
相談36件、
ハートなんで
も相談員によ
る相談5,746
件、ＳＣによる
相談2,841件

計8,643件

ＳＳＷによる
相談36件、
ハートなんで
も相談員によ
る相談5,917
件、ＳＣによる
相談2,319件

計8,272件

ＳＳＷによる
相談45件、
ハートなんで
も相談員によ
る相談5,577
件、ＳＣによる
相談2,124件

計7,746件

ＳＳＷによる
相談31件、
ハートなんで
も相談員によ
る相談2,823
件、ＳＣによる
相談905件

計3,759件
(8月末現在)

90% -

- - - 80%

人
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2024/10/24

令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率B

達成率B

達成率A

達成率A

達成率A

校 4 校 4 校 17 校

- 7% 7% 56%

▽校舎改修工事
　○乃万小（2期工事）屋上防水改修、外壁改修、トイレ洋式化、
　　 建具改修

　○清水小（1期工事）屋上防水改修、外壁改修、トイレ洋式化

▽校舎改修工事実施設計
　○大西小（工事はR6予定）

▽校舎改修工事
　○清水小（2期工事）屋上防水改修、外壁改修、トイレ洋式化
　○大西小（１期工事）屋上防水改修、外壁改修、トイレ洋式化、

　　 建具改修、倉庫増設

▽校舎改修工事実施設計
　○近見中（工事はR7予定）

13

インクルー
シブ教育に
向けた学校
施設の整備

多様な子どもが通い学びやすい学校環境の整備を行う。
バリアフリー法改正に伴う学校
施設のバリアフリー化（エレベー
ターの設置）
　【R07年度整備完了】
　　8校（R03）　→　12校（R07）

◇目標値　１２校

実績値 8 校 8 校 9 校 9 校

▽バリアフリー化工事（小学校10校、中学校3校）
　〇エレベータ－設置：日高小（1期工事）
　〇スロープ、バリアフリートイレ：13校実施（1期工事）

　　 ※清水小大規模改修（1期工事）を含む

▽エレベーター実施設計等（中学校2校）
　〇桜井中（実施設計）、西中（地質調査・実施設計）

▽バリアフリー化工事（小学校19校、中学校6校）
  〇エレベータ－設置：日高小（2期工事）、立花小、桜井中（1期工
事）
　〇スロープ、バリアフリートイレ：13校実施（2期工事）、12校実施
（1期工事）
　　 ※清水小大規模改修（2期工事）、大西小大規模改修（1期工

事）を含む

▽バリアフリー化実施設計等（小学校8校、中学校3校）
　○バリアフリー化工事（1期工事分）

　※バリアフリー化工事：R8までに全校完了予定
　　　R6.10月時点14校完成（進捗率37.8％）

バリアフリー法改正に伴う学校施
設のバリアフリー化（スロープ、バリ
アフリートイレの設置）

　【R07年度整備完了】

　　2校（R03）　→　40校（R07）

◇目標値　29校

実績値 2

▽「コスモスの家」の設置
　　不登校児童生徒の学校復帰をめざした取組を実施
　　(来客相談 延べ226人、電話相談 延べ120人)
▽校内サポートルーム設置事業　1校実施
▽愛と心をつなぐ不登校対策事業の実施
　小学校2校、中学校14校実施
▽フリースクール事業費補助金　1団体実施

▽「コスモスの家」の移転に向けた整備
　不登校児童生徒の学校復帰をめざした取組を実施
　（来客相談　延べ91人、電話相談60人）
▽愛と心をつなぐ不登校対策事業の実施
　全小中学校（岡村小、関前中を除く）へ校内サポート
ルームの設置、不登校対策支援員の配置
▽フリースクール事業費補助金　１団体実施予定
▽不登校児童生徒等支援事業

10
学校支援体
制の充実

学校への学習アシスタン
ト、スクールサポートス
タッフ、事務補助員の配
置数

◇目標値
学習アシスタント41人
ＳＳＳ10人
事務補助員2人
計53人

実績値

学習アシスタ
ント31人、ＳＳ
Ｓ４人、事務
補助員2人

計37人

11
不登校児童
生徒への支
援

各校における不登校の
状況が好転した割合

◇目標値　４０％

実績値 26 ％ 40 ％ 34

▽学習アシスタント　36名配置　（小学校28名、中学校８名）

▽スクール・サポート・スタッフ(ＳＳＳ)　４名配置
　　（小学校２名、中学校２名）
▽学校生活支援員　58名配置　（小学校48名、中学校
10名）
▽事務補助員　２名配置　（小学校１名、中学校１名）
▽外国人語学補助員　11名配置　（小学校９名、中学校２
名）

▽嘱託講師　　５人配置　（中学校５名）
▽大学生ボランティア　９月より
　別宮小学校をモデル校として実施
　大学生16名登録（岡山理科大学15名、愛媛大学１名）

▽学習アシスタント　40名配置
　（小学校32名、中学校８名）

▽スクール・サポート・スタッフ(ＳＳＳ)　10名配置
　　（小学校８名、中学校２名）
▽学校生活支援員　80名配置　（小学校57名、中学校23

名）

▽事務補助員　２名配置　（小学校１名、中学校１名）

▽外国人語学補助員　12名配置　（小学校９名、中学校３
名）
▽嘱託講師　　５人配置　（中学校５名）

▽大学生ボランティア
　別宮小学校をモデル校として実施
　大学生26名登録（岡山理科大学25名、愛媛大学１名）

（重点方針３）
安全安心と学びを充実させる教育環境の整備

老朽化の進んだ学校環境の改修整備を行う。

- 33% 33% 67%

- 0% 33% 33%

12
校舎の大規
模改修・長
寿命化対策

小中学校校舎の大規模
改修
　【R02整備計画（年間１校
ずつ整備】
0校（R03年）　→30校（R33
年）
◇目標値　３校

実績値 0 校 1 校 1 校 2 校

学力水準の向上及び学校における働き方改革を推進する。

-

学習アシスタ
ント57％、ＳＳ
Ｓ100％、事
務補助員
100％

計61％

学習アシスタ
ント66％、ＳＳ
Ｓ100％、事
務補助員
100％

計69％

学習アシスタ
ント98％、ＳＳ
Ｓ100％、事
務補助員
100％

計98％

福祉・医療機関等と連携して教育相談や適応指導を行い、学校復帰や社会的自立を図る。

- 100% 85% -

学習アシスタ
ント32人、ＳＳ
Ｓ４人、事務
補助員2人

計38人

学習アシスタ
ント40人、ＳＳ
Ｓ４人、事務
補助員2人

計43人

学習アシスタ
ント40人、ＳＳ
Ｓ10人、事務
補助員2人

計52人

％ 実施中 ％
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率A

達成率A

達成率A

達成率A

達成率A

達成率A

達成率A

達成率B

14
快適な学習
環境の整備

▽空調設備設置工事
　〇特別教室（理科室・音楽室）（R5～R6：1期工事）
　　 全小中学校（小学校26校、中学校15校）

　〇学級の増加（吉海小、西中）

▽空調賃借料
　〇サポートルーム（中学校12校）

　〇チャレンジルーム（小学校15校）

▽冷風扇・スポットクーラー設置
　〇屋内運動場（小学校25校、中学校14校、廃校５施設）

▽トイレの洋式化（小学校４基、中学校３基）
　（校舎棟の水平移動可能な各階に1箇所以上整備）

▽照明器具のLED化工事
　○乃万小（2期工事：大規模改修）
　○朝倉小、北郷中、大島中、大三島中（1期工事）

　○清水小（1期工事：大規模改修）

▽一括LED化（小学校24校、中学校12校）
　○サウンディング調査

▽空調設備設置工事
　〇特別教室（理科室・音楽室）（R5～R6：2期工事）
　　全小中学校（小学校26校、中学校15校）
　〇学級の増加（鳥生小、桜井中、玉川中）
　〇未整備の特別教室等に整備するため、導入支援業
務委託の実施
　　全小中学校（小学校26校、中学校15校）
　　※R7年度以降に本体工事着手の予定
▽空調賃借料
　〇サポートルーム（中学校12校）
　〇チャレンジルーム（小学校15校）など
▽トイレの洋式化（小学校６基、中学校６基）
　（校舎棟の水平移動可能な各階に1箇所以上整備）
▽照明器具のLED化工事
　○朝倉小、北郷中、大島中、大三島中（2期工事）
　○清水小（2期工事：大規模改修）
▽一括LED化（小学校24校、中学校12校）
　○工事施工
　　※照明器具のLED化：R7年度41校完了予定

15
学校施設の
安全対策整

備等

▽施設改修
　〇プール（別宮小、立花小、西中）
　〇防球ネット（日高小）
　〇ブロック塀：日高小、乃万小（大規模改修：2期工事）、清水小
（大規模改修：1期工事）
　〇バスケットゴール：菊間中、大三島中、乃万小（大規模改修：2
期工事）、清水小（大規模改修：1期工事）
　〇排水管（常盤小）
　〇校内連絡システム

     （宮窪小、立花中、桜井中）

▽学校遊具等定期点検（小学校552基、中学校95基）

▽施設改修
　〇プール（別宮小、近見中）
　〇防球ネット他（近見小）
　〇ブロック塀：清水小（大規模改修：2期工事）

　〇バスケットゴール：朝倉小、清水小（大規模改修：2期工事）

▽遊具等更新
　〇遊具全撤去（１校２基）
　〇遊具部分撤去（３校３基）

　〇遊具修繕（７校１０基）

▽設備点検委託（舞台、遊具点検、定期点検）

安全安心の学校環境の整備を行う。

学びを充実させる学校環境の整備を行う。

16

ＩＣＴを活用
した教職員
のスキル
アップと負
担軽減

愛媛の教員が身に付けるべ
きＩＣＴ活用スキルチェックに
関する調査（愛媛県教育委
員会作成）で、評価の平均
が3.5以上の教員の割合
◇目標値　70％

実績値 13 ％ 37 ％ 55 ％ 70 ％▽校務支援システム、授業支援ソフト（ロイロノート）・ドリル
ソフトウエアや県のＣＢＴシステム（ＥＩＬＳ）の活用した授業
の充実・効率化
▽研修のオンライン開催、会議の削減や時間短縮、資料
の電子化等により教職員の負担軽減
▽スタディサプリの中学校への全校展開

▽校務支援システムの活用
▽校務用パソコン更新
▽教育系情報基盤機器更新
▽授業支援ソフトウェア・ドリルソフトウエアの導入
▽スタディサプリの中学校での活用
▽ＣＢＴ（県システム）の活用

老朽化した防球ネットの改修
【R03改修計画（対象校：5校）】
０校（R03）→５校（R08）

◇目標値　３校

実績値 0 校 1 校 2 校 3 校

学校施設のブロック塀改修
　【対象：H30時点で安全と判断し
ていたブロック塀】１１校（R03年）
→30校（R15年）

◇目標値　16校

実績値 11 校 13 校 15 校

- 33%

箇
所

校舎棟・屋内運動場の照明器具
一括LED化　【2024年（R６年）ま
でに整備完了】0校（R03年）→41
校（R６年）

◇目標値　41校

実績値 0 校 1 校 1 校 41 校

小中学校トイレ洋式化計画
　【第1段階】水平移動可能な各
階に1箇所以上
120箇所（R3）→148箇所（R7）

◇目標値 145箇所

実績値 120 箇
所 141 箇

所 144 箇
所 146

普通教室数の増加に伴う空調設
備の設置　【R4計画】
472教室（R03）→480教室（R６）

◇目標値480教室

実績値 472 教
室 473 教

室 475 教
室 478 教

室

小中学校特別教室空調設備整
備計画【第1段階】理科室・音楽
室への整備完了　3教室（R3）→
106教室（R6）

◇目標値106教室

実績値 3 教
室 3 教

室 103 教
室

- 0%

- 53% 79% 100%

67% 100%

- 0% 50% 125%

ICT活用により学校における働き方改革を推進する。

老朽化した屋内運動場バスケット
ゴールの改修　【R03改修計画
（対象校：40校）】
０校（R03）→５校（R08）

◇目標値　４校

実績値 0 校 0 校 2 校 5 校

- 84% 96% 104%

- 3% 3% 100%

- 40% 80% 100%

16 校

97% 99%

- 13% 38% 75%

105 教
室
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率B

達成率B

達成率A

達成率B

達成率B

15中学校区の児童・生徒健全育成地域活動推進協議
会で学校・PTA・地域が一体となった研修や教育相談、
地域巡回指導、健全育成推進PR事業等の各種活動を
実施

学校・PTA・地域が一体となった研修や教育相談、地域
巡回指導、健全育成推進PR事業等への支援

- 100% 100% 100%

中
学
校
区

15

中
学
校
区

15

75% 25%

学校・PTA・地域が一体となった研修や教育相談、地域巡回指導、健全育成推進PR事業などへの助
成

実績値

21
児童生徒健
全育成推進
事業

児童生徒健全育成推進
のため、地域巡回指導
活動を実施
◇目標値　15中学校区

実績値 15

中
学
校
区

15

中
学
校
区

公民館の長寿命化を図るため、耐用年数等を考慮し計画的な改修（建替）を行う。

33%

公民館等の12条建物点検等を踏まえた施設や設備の改修工事を行う。

- 50%

伯方公民館・伯方支所・木浦体育館等の解体工事、新
伯方公民館・体育館の基本設計に着手

伯方公民館・伯方支所・木浦体育館等の解体工事を完
了。
新伯方公民館・体育館の実施設計完了後、建築工事に
着手する。

20
公民館等管
理事業

設備改修工事実施施設
数
※28施設（伯方公民館
除く）
◇目標値　４施設

実績値 2
施
設

2
施
設

3
施
設

1
施
設▽非常用電源装置取替工事（波方公民館）

▽空調設備改修工事（朝倉公民館）
▽小型焼却炉撤去工事（近見公民館）

▽排煙窓改修工事（吉海学習交流館）完了
▽エレベーター改修工事（大三島公民館）実施中
▽消防用設備改修工事（波方公民館）下半期発注
▽空調設備改修工事（関前開発総合センター）下半期
発注

19
公民館等整
備事業

改修（建替）実施施設数
※28施設（伯方公民館
除く）
◇目標値　３施設

-

▽研究指定による教員の専門知識・能力の向上
▽教育研究所の運営　初任者研修や教科等主任会等
の教職員に対する各種研修の実施
▽マネジメントスキルの向上
　〇学校経営アドバイザーの派遣
▽学習アシスタント等への研修 8月実施
　　参加者：学習アシスタント（全員）

▽研究指定による教員の専門知識・能力の向上
▽学習アシスタント等への研修 8月実施
　　参加者：学習アシスタント（全員）

協
議
会

4 回

31%

18
学校適正配
置の推進

R3～5年度
学校運営協議会からの意見集
約を実施した学校（協議会）数
目標値33協議会
R6年度
地区説明会の開催回数
◇目標値　13回

実績値 0 校 0 校 33▽各学校運営協議会等の意見集約
　33協議会に現状等を説明・意見聴取を実施
　意見等を踏まえ、次年度に繋げていく。
　実施時期　令和５年７月から令和６年２月

第２次今治市学校適正配置基本方針の策定に取り組む
▽通学区域調整審議会開催　6月、10月、12月、３月
▽地区説明会　9月～10月
▽アンケート調査　11月～12月

第２次今治市学校適正配置基本方針の策定するなど、学校適正配置の推進に取り組む。

- 0% 100%

17

教職員等の
指導力及び
資質の向上

学習アシスタント等の研
修受講率
◇目標値　100％

実績値
(R5開
始)

％ - ％ 100

各種研修により教職員の専門知識・能力や倫理観の向上を図る。

33% 33%

施
設

1
施
設

- - 100% 100%

％ 100 ％

0
施
設

1
施
設

1
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率A

達成率B

達成率B

・学校との連携･協働
▽吹揚小　6月サツマイモ作付、7月サツマイモメニューづ
くり、10月サツマイモ収穫、12月サツマイモメニュー実施
・レシピコンテストによる新メニューを開発し、学校給食に
提供
▽レシピコンテスト　8月実施　118人応募
　　　　　　　　　   12月　試食会、表彰式
▽地元産の減農薬特別栽培米と自主流通米使用に対
する差額補助と地元の食材を活用した今治ブランド給食
リレー週間を実施

・日本一おいしい学校給食　学校との連携･協働
▽常盤小　6月サツマイモ作付、7月サツマイモメニューづくり、
10月サツマイモ収穫、12月サツマイモメニュー実施
▽合併20周年事業課と連携し、おむすびにあう12の地域の食
材を活用したメニュー開発及び学校給食への提供（下半期実
施）
▽学校給食地元産減農薬米補助による食育推進
参考【農林水産課予算】
※地産地消推進事業費
　ア　麦大豆生産振興（豆腐製造）
　イ　麦大豆生産振興（ﾊﾟﾝ製造）
　ウ　麦大豆生産振興（ｴｺ大豆種子）
　エ　地元水産物流通支援
　オ　地元ｼﾞﾋﾞｴ流通支援
　カ　有機農産物支援
　キ　地元農林畜産物等流通支援
　ク　学校農園等有機JAS取得推進
　ケ　減農薬米流通支援事業

23
高校魅力化
推進事業

高校魅力化提言会議実
施回数　(全体会議及び
部会)
◇目標値　８回

実績値

24
日本一おい
しい学校給
食

地域人が考案した「日本
一おいしい給食」メ
ニューの学校給食の提
供と今治ブランド給食リ
レー週間の実施回数
▽令和3年度14回実施（内今
治ブランド給食リレーは11回）
▽令和4年度19回実施（内今
治ブランド給食リレーは11回）
▽令和5年度19回実施（内今
治ブランド給食リレーは11回）
▽令和6年度19回実施（内今
治ブランド給食リレーは11回）

◇目標値　19回

実績値 19 回 19 回 19

10

小中学生の進学先である高校の魅力化を地域ぐるみで推進する会議の開催及び地域課題に則した
支援を実施する。

▽高校魅力化提言会議　６月に創設。高校の魅力化等
の出された地域意見について、県の新校・新学科等開設
準備委員会等に提言
　〇会議開催数　全体会議４回、しまなみ部会６回
▽島しょ部高校生徒の部活動(184人)・下宿(45人)・通
学費(58人)を支援

▽高校魅力化提言会議の開催
　〇会議開催数　全体会議１回、しまなみ部会３回
▽島しょ部高校生徒の部活動(180人)・下宿(41人)・通
学費(66人)を支援
(参考)【しまなみ振興課予算】
▽島しょ部高校魅力化創造事業の実施

人 308 人

-12%

22
就学及び通
学支援

スクールバス利用等をす
る通学支援者数
◇目標値　280人

実績値 305 人 295 人 307
スクールバスの運行及び通学費補助、市奨学金等の運営・支
援を実施
▽スクールバス運行
▽遠距離通学費支援
▽今治市奨学金貸付事業
▽育英会事業支援（檜垣育英会、河野育英会、加根又育英
会）

スクールバスの運行及び通学費補助、市奨学金等の運営・支
援
▽スクールバス運行
▽遠距離通学費支援
▽今治市奨学金貸付事業
▽育英会事業支援（檜垣育英会、河野育英会、加根又育英
会）

就学・通学に必要な支援等を行う。

- 40% -8%

（重点方針４）
「ⅰ.ⅰ.iｍabari！」教育version（郷育(きょういく)）の推進

子どもたちの食に対する関心や理解を高め、今治愛を育成する

- 100% 100% 47%

回 9 回

(R5開
始)

-

- - 125% 38%

回 3 回
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率A

達成率B

達成率B

▽今治版「ふるさとキャリア教育」
　産官学が連携し、小学３年生から中学２年生まで総合的な
学習の時間で実施。今治の魅力や特色を見直し、子どもたち
に郷土愛、今治への誇りを持たせ、今治を舞台に日本、世界
を相手に活躍することができる人材を育成をめざす。
　○ふるさとキャリア教育発表会
　　　中学２年生　テーマ「今治の未来を考える」
　　　２月16日　アシックス里山スタジアム
▽小学生対象の「今治ふるさと魅力体験プログラム」
　今治の魅力ある場所や人、今治の広さを体感・体験するプロ
グラム
　　小学校6年生　9月28日～1月30日実施
▽「今治ジョブチャレ・キャリアサポート・プログラム」
　島しょ部の中学校３校の職場体験学習する際に、市中心部
にある受入企業・事業所の斡旋及び市内への交通経費を支
援
　　中学2年生　10月23日～26日実施

▽今治版「ふるさとキャリア教育」
　産官学が連携し、小学３年生から中学２年生まで総合的な
学習の時間で実施。今治の魅力や特色を見直し、子どもたち
に郷土愛、今治への誇りを持たせ、今治を舞台に日本、世界
を相手に活躍することができる人材を育成をめざす。
　○ふるさとキャリア教育発表会
　　　中学２年生　テーマ「今治の未来を考える」
　　　２月27日　アシックス里山スタジアム
▽小学生対象の「今治ふるさと魅力体験プログラム」
　今治の魅力ある場所や人、今治の広さを体感・体験するプロ
グラム
　　小学校6年生　9月末～1月末実施予定
▽「今治ジョブチャレ・キャリアサポート・プログラム」
　島しょ部、旧郡部の中学校７校の職場体験学習する際に、
市中心部にある受入企業・事業所の斡旋及び市内への交通
経費を支援
　　中学2年生　６月24日～７月17日実施

27

未来を創る
キャリアスキ
ルプロジェク
ト

「自分の住む地域の産業
や企業等を知ることがで
きた」と肯定的に回答し
た児童生徒の割合

◇当初令和６年度目標値
90％
⇒令和5年度目標達成
⇒令和6年度より目標値
95％に変更

実績値

-

（Ｒ５開
始）

% -

産学官の連携によりキャリア教育を推進する。

運
営
委
員
会

21

運
営
委
員
会

100%

26
学校給食食
材の物価高
騰対策

学校給食食材費物価上昇
分に対する支援した学校給
食運営委員会数
　学校給食運営委員会数
21
◇目標値　21運営委員
会

実績値 21

運
営
委
員
会

21

運
営
委
員
会

21学校給食材料費高騰対応補助を実施

▽令和5年4月1日から同年9月30日間まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　1食あたり24円補助
▽令和5年10月1日から翌年 3月31日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　1食あたり39円補助

給食費改定の激変緩和策や、給食費の統一化にむけた
支援を実施
▽学校給食費改定激変緩和措置の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　1食あたり20円補助
▽学校給食費統一化支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　9調理場へ補助

安心安全で日本一おいしい給食」の提供により、今治愛を育成する

- 100% 100%

- 99% 101%

％ 96 ％% 94

調理場整備により安全安心な給食を提供する。

-

施設改修
55%

機器更新
45%

施設改修
32%

機器更新
79%

施設改修
100%

機器更新
95%

25
調理場の改
修・長寿命
化対策

21調理場施設の老朽箇
所及び耐用年数を経過
した調理器具の更新数

▽令和3年度　施設改修 2
施設、機器更新 5施設
▽令和4年度　施設改修 2
施設、機器更新 5施設
▽令和5年度　施設改修 3
施設、機器更新 6施設
▽令和6年度　施設改修
18施設、機器更新 6施設
◇目標値　施設改修
25、機器等更新24

実績値

施設改
修 　 2
機器等
更新5

施
設

施設・設備の改修、調理機器の更新等により安心安全な
給食を提供することができた。
▽調理場施設改修
　〇蒸気ボイラー取替（朝倉調理場、伯方調理場）
　〇グリストラップ設置 （大三島調理場）
▽調理器具更新
　○スチームコンベクションオーブン （学校給食センター）
○ガス給湯器（清水調理場、波止浜小調理場） ○真空
冷却器（伯方調理場） ○運搬車（大三島調理場） ○食
器洗浄機（桜井調理場） ○冷凍冷蔵庫（朝倉調理場）
○冷凍庫（鳥生小調理場） ○冷蔵庫（大島調理場）

▽調理場施設改修
　〇ボイラー取替（センター）完了
　〇高圧機器取替（伯方）下半期実施
▽空調設備賃借（16調理場）完了
▽厨房器具更新
　〇ガス立体炊飯器（学校給食センター）完了 〇食器洗
浄機（清水調理場、朝倉）下半期実施 〇ガス給湯器（国
分小）完了 〇食器消毒保管庫（大西）など下半期実施
▽牛乳保管庫更新（小学校1台、中学校1台）

施設改
修 　 5
機器等
更新11

施
設

施設改
修 　 8
機器等
更新19

施
設

施設改
修 　25
機器等
更新21

施
設
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率B

達成率B

達成率B

達成率B

実績値 861 人 1,325 人 1,098 人 324 人

達成率B - 110% 91% 27%

実績値 1,200 人 1,620 人 2,920 人 1,139 人

達成率B - 81% 146% 57%

実績値 0 回 1 回 1 回 2 回

達成率B - 100% 100% 200%

31
日本遺産村
上海賊

▽出前講座による普及啓発
　毎年市内小学4年生全生徒へ出前講座を実施
▽PRﾌﾞｰｽ出展（ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ、FC今治ﾎｰﾑｹﾞｰﾑ他）によ
る普及啓発
　全市民への周知を目標に実施
▽小中学生対象構成文化財日帰りツアー
　毎年実施し、地域との交流を目指す

▽出前講座による普及啓発
　市内小学4年生全生徒へ出前講座を実施
　上半期：9校324名　下半期（予定）：16校729名
▽PRﾌﾞｰｽ出展（モルックジャパンオープン、水軍レース、
いまばり映画祭他）による普及啓発
▽小中学生対象構成文化財日帰りツアー
　7/21、8/24実施

今治市内小学4年生の出前
講座受講者数
◇目標値　1,200人

PRブース出展の来訪者数
◇目標値　2,000人

小中学生対象構成文化財
日帰りツアー実施回数
◇目標値　1回

輪 1,540 輪

％▽調査
　〇伊予国府跡探索事業実施（令和３～５年度調査、令
和６年度報告書刊行）
　〇個人民間開発及び公共事業に伴う試掘・発掘調査
試堀26件、発掘2件
　〇村上海賊関連遺跡調査実施（令和４～６年度調査、
令和７年度報告書刊行）
▽保存、活用
　〇指定文化財の保存・活用事業に対する補助金
　〇国指定史跡 能島城跡保存修理事業実施（令和４～
９年度）
　〇県指定天然記念物湿地植物の保全・活用　実施（実
施内容：草刈、サギソウ定植）
　〇文化財ミニ企画展　4～3月実施　来場者650人
▽文化財保存活用地域計画策定に向けた準備

文化財を活用したふるさと教育を推進する
▽調査
　〇伊予国府跡探索事業
　〇個人民間開発及び公共事業に伴う試掘・発掘調査
　〇村上海賊関連遺跡調査
▽保存、活用
　〇指定文化財の保存・活用事業に対する支援
　〇国指定史跡 能島城跡保存修理事業
▽文化財保存活用地域計画策定

愛媛県絶滅危惧1B類の
サギソウの開花数
◇目標値　2,000輪

実績値 1,500 輪

30%

54%

1,085 輪

12 ％

活動内容：①学習指導支援②環境整備支援③学校生
活支援
　小中学校計で登録者数973人、
　活動記録　13,861回、中学校981回　14,842回

学校の教育活動を支援するボランティアを配置する
活動内容：①学習指導支援②環境整備支援③学校生
活支援
　小中学校計で登録者数763人（９月末現在）
　活動記録　2176回（中学校271回、小学校1,905回（1
学期末現在））

28

30
文化財の調
査・保存・活

用

文化財保存活用地域計
画の策定にかかる進捗
割合
◇目標値　40％

実績値
(R5開
始)

％ - ％ 10

文化財を活用したふるさと教育を推進する

- - 25%

- 53% 77%

1,050

29
学校支援ボ
ランティアの
配置

学校支援ボランティアの
登録者数
◇目標値　1,500人

実績値 740

児童生徒の
健全育成及
び地域協働
活動

学校運営協議会の地域
協働活動に対する活動
経費（消耗品費）の確保
◇目標値　33協議会

実績値 0
協
議
会

33

学校運営協議会が、学校・地域・保護者とともに実施する地域協働活動を支援する。

- 100%

協
議
会

100% 100%

学校の教育活動を支援するボランティアを配置する。

- 60% 65% 51%

人 763 人

学校運営協議会活動協議会　33協議会が活動
　学校運営協議会が地域と連携し、地域の実情に合わせ
て行う多様な健全育成及び協働活動等に必要な物品等
の調達を支援。
　○学校校内清掃活動
　　夏休み等の休日に学校・地域・保護者等の関係者による
　　校内清掃を実施　実施校数20校、延べ参加者数　2,585人

学校運営協議会活動協議会　33協議会が活動
　学校運営協議会が地域と連携し、地域の実情に合わせ
て行う多様な健全育成及び協働活動等に必要な物品等
の調達を支援。
　〇学校校内清掃
　夏休み等の休日に学校・地域・保護者等の関係者による校内清

掃を実施　実施校数20校、延べ参加者数　2,585人

　地域住民や学校関係者に参加協力を依頼、校内清掃ごみ清掃

処分

人 896 人 973

33
協
議
会

33
協
議
会
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率B

達成率B

達成率B

学校・家庭・
地域連携推
進事業

地域ぐるみで育むえひめっ
子未来創造事業(旧名称
学校・家庭・地域連携推進
事業)（PTA家庭教育学級、
子育て学習講座、放課後こ
ども教室）参加人数
◇当初令和６年度目標値
3,200人
⇒令和5年度目標達成
⇒令和6年度より目標値
3,400人に変更

実績値 人 1,775 人▽地元住民と子どもの交流推進（放課後子ども教室）
　〇毎週土曜日及び長期休業期間等開設
　　１教室実施　参加1,542人
　〇長期休業期間開設
　　２教室実施　参加519人
▽家庭教育支援
　〇PTA家庭教育学級　67回836人参加
　〇子育て学習講座　10・11月実施

▽地元住民と子どもの交流推進（放課後子ども教室）
　〇毎週土曜日及び長期休業期間等開設
　　１教室実施　参加1,023人
　〇長期休業期間開設
　　1教室実施　参加327人
▽家庭教育支援
　〇PTA家庭教育学級　26回425人参加
　〇子育て学習講座　下半期(10・11月)実施予定

34

発信内容：イベント・講座の周知など
　広く多くの方に参加を呼び掛ける事業について、今治市
の公式アカウント等のSNSを活用して情報発信している。
また、スマホ教室を実施し、SNSの利用方法も周知した。
　○公民館の講座、地区館の盆踊り大会、文化祭等

発信内容：イベント・講座の周知など
　広く多くの方に参加を呼び掛ける事業について、今治市
の公式アカウント等のSNSを活用して情報発信している。
また、スマホ教室を実施し、SNSの利用方法も周知した。
下半期も同様に公民館の講座、文化祭等の情報発信を
行う。

人

11,639
(内訳)
一般
1,876
学校
9,763

人

960
(内訳)
一般
960
学校

0

人

1160
(内訳)
一般
1,160
学校

0

人

11,609
(内訳)
一般
1,502
学校

10,107

▽電子図書館の利用推進
　〇地域資料のデジタル化による資料保存と発信力の向
上
　〇電子雑誌コンテンツ利用による非来館型サービスの
拡張
　〇学校を通じ、市内小中学生に対してIDを発行し、朝読
活動等への活用を図る。
　電子図書館蔵書数　約1,700冊（うち児童書約400
冊）、その他、児童書読み放題パック400冊
▽島しょ部公民館等に図書館資料貸出窓口を開設　12
月開設（5箇所）

▽電子図書館の利用推進
　〇地域資料のデジタル化による資料保存と発信力の向
上
　〇電子雑誌コンテンツ利用による非来館型サービスの
拡張
　〇学校を通じ、市内小中学生に対してIDを発行し、朝読
活動等への活用を図る。
▽島しょ部公民館等に図書館資料貸出窓口運営

10% 99% 99%

件 27 件

実績値

2,991 人 2,845 人 3,332

明るい家庭環境と子どもの居場所づくりを推進する。

33
図書館サー
ビス平準化
事業

電子図書館利用登録者
数
◇当初令和６年度目標値
11,400人（一般1,400人、
学校10,000人）
⇒令和5年度目標達成
⇒令和6年度より目標値
11,700人に変更（一般
1,700人、学校10,000人）

（重点方針５）
人生100年時代を見据えた、生涯学び活躍できる環境の整備

Facebookなどによる公民館活動情報の発信

- 12% 48% 23%

図書館を身近に感じられる魅力あるサービスの向上を図る。

-

- 84% 98% 52%

32

ＳＮＳ等を活
用した地域
活動の情報
発信

LINEにおける情報発信
件数
◇目標値　120件

実績値 0 件 14 件 57
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

達成率B

実績値 2,462 人 2,314 人 2,432 人
下半期

開催
人

達成率B - 89% 94% -

実績値 2,686 人 2,877 人 3,184 人
下半期

開催
人

達成率B - 103% 114% -

実績値 1 回 1 回 0 回 1 回

達成率B - 100% 0% 100%

実績値 0 回 1 回 1 回 1 回

達成率A - 50% 50% 50%

37

子ども達が
文化芸術分
野に参画す
るきっかけ
づくり及び人
材育成

子ども達が、本市に関わる文化芸術に触れ、郷土を誇り
に思えるきっかけにするとともに、将来芸術家を目指す
きっかけや文化芸術を通じた職業を知るきっかけとする

今治市合併20周年記念事業（丹下健三顕彰事業など）
として展開。
○ふるさとの偉人マンガ『丹下健三～世界のタンゲと呼ばれた
建築家～』を小学5年生全員、図書館等公共施設等へ配布。
図書館の電子図書館で公開。
○企画展示
　①6/3～6/28市役所1階ロビー
　②7/2～7/31今治市立中央図書館
　③　下半期　　今治市立波方図書館（予定）
○講演会「丹下健三と今治～少年時代の今治の景観～」
　6/15　今治市民会館　来場者数64人
○子ども向けワークショップ「丹下健三と今治市庁舎・公会堂」
　6/22　今治市民会館　来場者数38人
〇シンポジウム　12/21（予定）
〇出前講座（予定）

文化芸術未来プロジェク
ト推進事業の開催数
◇目標値　1回

38

第一線の文
化芸術に触
れる機会の
提供

第一線の文化芸術芸能等に触れることにより、市民の文
化活動の裾野を広げる（隔年実施）

令和6年度実施予定なし
玉川文化講演会の開催
数
◇目標値　2回

36

交流・発表
の場及び鑑
賞の機会の
提供

▽芸術(8部門)の交流・発表の場及び鑑賞の機会の提供
　市展・県展今治移動展等企画展を開催し、市民による文化
芸術活動が活発に行われるような環境の醸成及び鑑賞の場
を確保する。
　〇市展1,170 ※９月分、県展移動展　未原画展　442人
▽各芸能・芸術・文芸等、文化活動の交流・発表の場及
び鑑賞の機会の提供
　文化芸術祭及び総合芸能祭、各文化協会による文化祭等
を開催し、市民による文化活動が活発に行われるような環境
の醸成及び鑑賞の場を確保する

〇市展 9/21～9/29　10/4～10/6
〇県展 1/18～1/26
〇文化芸術祭 10/26～11/16
　・洋舞・寿太鼓 10/26～10/27
　・いけばな展 11/2～11/3
　・三曲・民謡民舞新舞踊、茶会（抹茶・煎茶）、短歌大
会 11/3
　・音楽祭、俳句大会、川柳大会 11/10
　・謡曲、詩吟 11/16
〇文化芸能祭：3/2

市展・県展今治移動展
等企画展の観覧者数
◇目標値　2,600人

今治文化芸術祭、今治
総合芸能祭、各文化協
会による文化祭の観覧
者数および出演者数
◇目標値　2,800人

35
女性教育支
援事業

婦人学級、地域ふれあ
い推進事業、勉強会の
実施回数
◇目標値　230回

実績値 227 回 210 回 196 回 81 回

▽婦人学級の開講支援（講師謝礼金）
　168回開催、受講者数2,358人
▽婦人会への地域ふれあい推進活動の委託
　25回開催、参加者数779人
▽地域活動における女性リーダー育成のための勉強会開
催
　〇10月16日　富田地区
　〇10月18日　波方地区
　〇10月27日　関前地区

▽婦人学級の開講支援（講師謝礼金）５月～９月
　67回開講、受講者数1,180人
▽婦人会への地域ふれあい推進事業の委託５月～９月
　11回開催、参加者数675人
▽地域活動における女性リーダー育成のための勉強会開
催
　地域の防災について学習し、95％の方が満足と回答。
　〇６月20日　 今治地区　　　　　参加者17人
　〇８月６日　　日吉・城東地区　 参加者18人
　〇８月８日　　近見地区　　　　　参加者11人

持続可能な社会の実現に向けた活動や学習機会の支援

- 91% 85% 35%
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2024/10/24

令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

実績値 0 人 566 人 423 人 433 人

達成率B - 60% 47% 48%

実績値 770 人 751 人 722 人 711 人

達成率B - 79% 96% 95%

実績値 1,249 人 2,448 人 2,189 人 3,482 人

達成率B - 129% 115% 183%

実績値 1,808 人 4,173 人 2,988 人 1,704 人

達成率B - 95% 68% 39%

実績値 1,808 人 6,841 人 6,264 人 2,891 人

達成率B - 155% 142% 66%

実績値 35,613 人 66,940 人 68,435 人 38,748 人

達成率B - 129% 132% 75%

実績値 18,772 人 26,326 人 24,006 人 9,272 人

達成率B - 94% 86% 33%

実績値 40,677 人 83,599 人 97,889 人 50,516 人

達成率B - 147% 172% 89%

実績値 3,255 人 6,756 人 4,112 人 1,847 人

達成率B - 169% 103% 42%

実績値
R4.3.15

開始 ％ 37 ％ 50 ％ 63 ％

達成率B - 74% 100% 126%

41
特徴を生か
した企画展
開催

▽吉海郷土文化センター
　R4～R6：野間仁根企画展
▽大三島美術館
　R4：倉敷芸大とのコラボ展他
　R5：企画展　金孝妍「吾輩の視力は0.0001である」他
▽伊東豊雄建築ミュージアム
　R4：「もうひとつのユートピア」他
　R5：「大三島みんなの参道物語」他
▽村上海賊ミュージアム
　R4：企画展「村上海賊の屋敷跡⁉幸賀屋敷遺跡の謎に迫る」
他
　R5：「大島島四国へんろ展」他　R6：開館20周年事業予定
▽河野美術館
　R4～R6：館蔵品企画展他
▽今治城
　R4～R6：館蔵品企画展他
▽玉川近代美術館
　R4～R6：館蔵品企画展他

▽吉海郷土文化センター
　館蔵品展「バラコレクション」3/16〜 7/15

　館蔵品展「仁根と海」8/3〜11/4

▽大三島美術館
　館蔵品展「絵のなかの”かたち”－きになる”かたち”をみつけよう
6/19〜9/13
　今治市合併20周年記念事業　長野ヒデ子 絵本と紙芝居展

9/21～11/10

▽伊東豊雄建築ミュージアム
　「大三島みんなの参道物語」2023/10/8～2024/9/13

▽村上海賊ミュージアム
　ミニ企画展「海の掟」「大島島四国へんろ展」4/20～7/15
　日本遺産村上海賊今治・尾道巡回展「村上海賊の海城と山城15
選」7/27～9/16

　開館20周年記念特別展10/5～12/1

▽河野美術館
　館蔵品企画展「そこは物語の世界」　4/2〜 8/25
　第17回今治美術家作品展　4/27〜 5/12
　2024 日本版画会展 今治巡回展　併展：日本版画会
　四国支部展　7/13〜 7/28
　川畑宜士とその仲間たち展 ―20年先の未来を見すえて―

7/31〜 8/12

　市展　9/21～9/29　10/4～10/6

▽今治城
　企画展「くずし字を読みたい！ー江戸時代の村と古文書ー」
3/4〜 5/19
　天守４階 テーマ展示「新収蔵品展」3/6〜12/22

　御金櫓 館蔵品展「郷土ゆかりの作家たち」3/7〜 R7/3/29

▽玉川近代美術館
　館蔵品企画展「光と影 / モノクローム」5/14〜7/24
　企画展「愛媛県美術館コレクションによるおでかけ美術館」【フライ
ヤー】8/3〜9/29

吉海郷土文化センター
閲覧者数
◇目標値　1,900人

大三島美術館閲覧者数
◇目標値　4,400人

伊東豊雄建築ミュージア
ム閲覧者数　◇目標値
4,400人

村上海賊ミュージアム閲
覧者数
◇目標値　4,100人

河野美術館閲覧者数
◇目標値　28,000人

今治城閲覧者数
◇目標値　57,000人

玉川近代美術館閲覧者
数
◇目標値　4,000人

42

博物館・美
術館キャッ
シュレス対
応

全館でキャッシュレス対応を行い、利便性の向上を図るこ
とを目指す。令和４年度に村上海賊ミュージアムで先行
実施し、令和５年度以降、島嶼部でのキャッシュレス対応
を検討し、順次実施していく。

村上海賊ミュージアムでキャッシュレス対応継続
他館での導入も検討中

村上海賊ミュージアムで
のキャッシュレス利用率
（件数）
◇目標値　50％

39
社会体育事
業

各種競技団体による大会の開催や活動を支援する。 各種競技団体による大会の開催や活動を支援する。

各種スポーツイベント（軽スポーツ
フェスティバル、ニュースポーツ
大会、タオルリレーマラソン）にお
ける参加者数

◇目標値　900人

40
少年スポー
ツ振興事業

スポーツ少年団等による各種競技大会の開催やスポー
ツ活動を支援する。

スポーツ少年団等による各種競技大会の開催やスポー
ツ活動を支援する。

スポーツ少年団の登録
者数
◇目標値　750人
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令和５年度（実績） 令和６年度（上半期実績及び下半期予定）

事業概要 基準年
実績値

実績値
目標年

中間実績値

令和3年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

令和６年
（2024年）

番号 事業名
ＫＰＩ

(重要業績評価指標)
<ＫＰＩ設定数値根拠・統計>

区分

実績値
R4.8開

始

①2,532
②865

③94,026
人

①12,740
②1,317

③92,205
人

①14,083
②612

③52964
人

達成率B -
①  67 ％
②  23 ％

③  140
％

① 337 ％
②  35 ％

③  137
％

①373％
②16％
③79％

実績値 1,661 人 2,320 人 3,711 人 4,600 人

達成率B - 58% 93% 115%

実績値 113 人 1,604 人 1,750 人 1,930 人

達成率B - 80% 88% 97%

実績値 2 回 2 回 1 回 1 回

達成率B - 67% 33% 33%

実績値
（R4開

始）
11 回 9 回 9 回

達成率B - 122% 100% 100%

46
全国大会開
催補助

開催経費の一部を補助し、全国大会等（中四国大会以
上）を誘致する。

開催経費の一部を補助し、全国大会等（中四国大会以
上）を誘致する。

補助団体数
◇目標値　3回

47
スポーツ合
宿の誘致

合宿補助により県外のスポーツ団体を誘致し、市内合宿
の開催を促進する。

合宿補助により県外のスポーツ団体を誘致し、市内合宿
の開催を促進する。

補助団体数
◇目標値　9回

44
地域スポー
ツ振興業

FC今治と連携の上、プロスポーツの観戦を通じてスポー
ツに接する機会を提供する。

FC今治と連携の上、プロスポーツの観戦を通じてスポー
ツに接する機会を提供する。

FC今治年間来場者数
（平均）
◇目標値　4,000人

45
今治シティ
マラソン

今治シティマラソンの開催 今治里山マラソンの開催
大会参加者数
◇目標値　2,000人

43

しまなみ
アートミュー
ジアムオン
ラインツアー
制作

しまなみアートミュージアムオンラインツアー、村上海賊
VRの制作し、文化施設等の発信力強化、利用率向上を
図る。

イベントブースでの発信に力を入れ、オンラインツアーの
参加者数の増加につなげることができた。
今後行われる県外イベントでは、ブースでVR体験コー
ナーを設置し、だれもが気軽に体験できるようにして、利
用者増につなげたい。

①オンラインツアー体験者数
　◇目標値　3,780人
②村上海賊VR体験者数
　◇目標値　3,780人
③ミュージアム観覧者数
　◇目標値　67,380人
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